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に
明
る
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
…
…
。
そ
う
し
た
田
舎
を
想
う

気
持
ち
か
ら
、
介
護
福
祉
士
の
資
格

を
取
ろ
う
と
決
意
。
将
来
へ
の
道
を

定
め
て
歩
み
始
め
た
。

田
舎
の
祖
父
母
の
よ
う
に
は
い
か
な

い
現
実
と
対
峙

さ
ざ
な
み
に
就
職
す
る
と
、
業
務

に
慣
れ
る
ま
で
は
、
先
輩
が
つ
き
っ

切
り
で
指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
。

仕
事
を
通
し
て
一
か
ら
経
験
を
積

ん
で
い
け
る
環
境
。
入
社
当
初
は
、

そ
う
し
た
職
場
に
身
を
置
け
る
あ

り
が
た
み
を
感
じ
て
い
た
。

介
護
職
員
の
一
日
の
主
な
仕
事

は
、
介
助
と
見
守
り
だ
。
入
居
者
様

が
朝
起
き
て
か
ら
夜
眠
り
に
つ
く

ま
で
、
生
活
を
し
て
い
く
上
で
欠
か

せ
な
い
動
作
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
趣
味

の
楽
し
み
な
ど
を
行
う
際
は
、
危
険

が
な
い
よ
う
、
傍
で
見
守
る
。
安
心

し
て
眠
れ
る
よ
う
に
、
夜
間
も
対
応

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
ざ
な
み
松
屋

町
で
、
日
々
、
入
居
者
様
の
介
護
に

あ
た
る
住
田
拓
也
。
現
在
の
道
を
選

ん
だ
理
由
に
は
、
自
身
の
故
郷
で
も

あ
る
九
州
・
徳
之
島
に
住
む
親
族

へ
、
高
齢
者
向
け
の
施
設
を
作
っ
て

あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
そ

ん
な
住
田
に
さ
ざ
な
み
で
の
日
々

や
仕
事
へ
の
想
い
に
つ
い
て
聞
い

て
み
た
。

故
郷
を
思
い
、
介
護
の
道
へ

都
会
と
は
違
う
時
間
が
流
れ
る
徳

之
島
へ
は
、
夏
休
み
や
正
月
な
ど
を

利
用
し
、
幼
い
頃
か
ら
遊
び
に
行
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
は
い
つ
も
、
祖
父

母
が
優
し
く
出
迎
え
て
く
れ
た
思

い
出
が
あ
る
。
大
学
を
卒
業
し
、
自

分
が
歩
む
方
向
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
時
も
、
優
し
い
そ
の
顔
が
浮
か

ん
で
き
た
。

徳
之
島
に
高
齢
者
向
け
の
施
設
を

作
っ
て
い
け
た
ら
、
島
の
未
来
は
更
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住
す み

田
だ

 拓
た く

也
や

― vol.28 ―す
る
の
が
役
割
だ
。

こ
の
仕
事
を
し
て
き
た
中
で
は
、

認
知
症
を
も
つ
入
居
者
様
と
初
め

て
接
し
た
時
の
衝
撃
が
忘
れ
ら
れ

な
い
。
か
つ
て
住
田
を
か
わ
い
が
っ

て
く
れ
た
田
舎
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
接
す
る

よ
う
に
話
し
か
け
て
も
、
ま
っ
た
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
、

毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
の
に
名

前
も
覚
え
て
も
ら
え
な
い
。
そ
れ
で

も
毎
日
、
顔
を
合
わ
せ
る
た
び
に
話

し
か
け
て
接
す
る
こ
と
で
、
自
然
と

隣
に
い
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

ど
ん
な
時
も
、
入
居
者
様
の
気
持
ち

を
第
一
に

も
と
も
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
っ
子

だ
っ
た
と
い
う
気
質
が
あ
る
た
め

か
、
入
居
者
様
の
要
求
に
は
、
ど
の

よ
う
な
場
合
で
も
根
気
よ
く
対
応

し
て
い
る
と
い
う
住
田
。
床
の
ゴ
ミ

が
気
に
な
り
、
手
で
拾
い
始
め
た
入

居
者
様
に
は
、
ほ
う
き
の
使
用
を
す

す
め
て
み
る
。
そ
れ
で
も
手
で
拾
い

続
け
た
い
様
子
が
あ
れ
ば
、
手
袋
を

は
め
て
も
ら
い
そ
の
手
を
保
護
す

る
。
納
得
で
き
る
ま
で
拾
い
終
え
た

ら
、
洗
面
所
へ
と
促
し
、
そ
の
手
を

一
緒
に
洗
う
。

決
し
て
頭
ご
な
し
に
「
ダ
メ
！
」

と
は
言
わ
な
い
。
入
居
者
様
の
気
持

ち
に
叶
う
よ
う
、
危
険
の
な
い
範
囲

で
見
守
り
続
け
る
の
が
住
田
の
見

守
り
方
だ
。
こ
う
し
た
仕
事
ぶ
り
が

周
囲
か
ら
も
一
目
置
か
れ
、
会
社
の

今
後
を
担
う
存
在
と
し
て
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
る
。

い
つ
か
見
た
夢
の
実
現
へ
向
け
て

入
社
２
年
目
の
頃
は
、
こ
の
仕
事

に
就
い
て
初
め
て
の
死
と
直
面
す

る
。
喉
を
詰
ま
ら
せ
て
呼
吸
困
難
に

な
っ
た
入
居
者
様
に
、
救
急
隊
員
と

交
代
で
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
施
し

た
が
、
努
力
も
む
な
し
い
結
果
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
出
来
事
を

き
っ
か
け
に
、
人
の
最
期
を
見
届
け

る
と
い
う
現
実
を
再
認
識
し
た
。

様
々
な
出
来
事
を
経
験
し
、
多
少

の
こ
と
に
は
動
じ
な
く
な
っ
た
と

い
う
住
田
。
最
初
は
抵
抗
の
あ
っ
た

業
務
も
、
今
で
は
黙
々
と
こ
な
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な

毎
日
で
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
一
日
は

な
い
。
入
居
者
様
の
今
日
と
い
う
日

に
寄
り
添
い
、
見
守
る
う
ち
に
、
一

日
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い

く
。
一
息
つ
く
間
も
な
い
中
、
眠
る

よ
う
に
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
入
居
者

様
の
姿
を
見
た
時
は
、
温
か
な
気
持

ち
に
な
っ
た
。
一
人
で
逝
く
の
で
は

な
く
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ス
タ
ッ

フ
た
ち
に
看
取
ら
れ
な
が
ら
旅
立
っ

た
の
だ
か
ら
、
き
っ
と
幸
せ
だ
っ
た

に
違
い
な
い
と
感
じ
た
の
だ
。

今
後
の
目
標
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
資
格
取
得
を
掲
げ
て
い

る
。
こ
の
資
格
を
取
得
す
る
に
は
、

介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
か
ら
更

に
５
年
間
の
実
務
経
験
が
必
要
だ
。

田
舎
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
へ
の
想
い
、
そ
し
て
入

居
者
様
へ
の
愛
情
が
住
田
を
動
か

し
て
い
る
。「
徳
之
島
に
高
齢
者
施

設
を
作
り
た
い
」
と
い
う
目
標
を
い

つ
か
叶
え
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
前

進
を
続
け
て
い
く
だ
ろ
う
。



巻頭インタビューに登場いただいた住田さん。

普段はどのような方なのでしょうか……？その

素顔に迫ります！
「住田拓也」さんへのメッセージ
巻頭インタビュー

さざなみ松屋町
  み     わ     ひろあき

三輪 博昭さん

住田さんの第一印象は？
第一印象はあまり話をされないイメージでした。お酒
好きということで飲みに行ったときに仕事の話やプライ
ベートのことで盛り上がり今は仲の良い職員の一人です。

住田さんにまつわるエピソード
さざなみ松屋町での初日の仕事が看取りだったときや研修期間中にいろい
ろと相談に乗ってくれました。これからも分からないときは教えてください！

住田さんへのメッセージ
これからも業務やチームケアで要として頑張ってください！プライベートでは
飲み会もしたいですね。

さざなみ松屋町
こ    さかたに    あさ  こ

小坂谷 麻子さん
住田さんの第一印象は？
最初は担当フロアが違っ
たので話す機会も少なく、
力強そうだけど、そんなにお話
される方ではないのかなと思っていました。同
じフロアになってからは、よく通る大きな声で
笑って、どんなときにも動じずに対応する「頼
もしいアニキ」という感じです。

住田さんにまつわるエピソード
いつも車イスで移動されている利用者様が、
住田さんが一緒だと手引きでしっかり歩いて
いるのを見たとき、本当にびっくりしました。も
ちろん、危険がないように、利用者様の状況と
ご自身の力をしっかり把握されてこそできるこ
とだと思います。

住田さんへのメッセージ
「この利用者様とはこういう状況」という思い

込みを、どんどんこれからも壊してくださいま
せ！楽しみにしております。

住田さんの第一印象は？
初めはおとなしそうな方だと思いまし
た。今はご利用者様・スタッフともにコ
ミュニケーションが取れていて明るい
人だと思います。

住田さんにまつわるエピソード
利用者様のことを相談したときに、一緒
に考えてもらいアドバイスをくださった
ことが印象に残っています。

住田さんへのメッセージ
いつもアドバイスをいただき、ありがと
ございます。これからも頼りにしてい
ます。

さざなみ松屋町
かたおか     ま     り     こ

片岡 真理子さん

深掘り！

今今だ
話
せ
る

か失
敗
談

ら

いつも入居者様に対して優しく、丁寧に対応している
スタッフの皆さん。そんな皆さんが昔の失敗から学んだ
こととは……？

いつも入居者様に対して優しく、丁寧に対応している
スタッフの皆さん。そんな皆さんが昔の失敗から学んだ
こととは……？

さざなみ松屋町
もり しま   たかし

森島 隆 さん

➀昼食の配膳時にご飯のスイッチを入れ忘れたこと
に気づき、間に合わなかったことがあります。

➁「やってしまった！お昼ご飯が間にあわない。今から
炊くと��分かかるからスーパーにご飯を買いに行
くほうが早いか？それともご入居者様に待っていた
だくか？」と思っていました。

➂いつもの時間にスイッチを入れているつもりでした
が、途中で確認をするべきでした。

➃調理にかかわらず、介護においても、ほかのことに
おいても、自分の中での「やったつもり」ではいけな
い！ 何事も確認が大事です！

➀まだ介助の経験がほとんどない頃、両目を失明さ
れている方の入浴介助をしました。裸にされ、リフ
トに乗せられ、お湯をかけられる。こちらのペース
で本人の気持ちも考えず進めてしまい、「目が見え
ないと思って馬鹿にしているやろ」と怒られたこと
がありました。

➁知らない人の声、見えなくて纏う物もない状態で一
つひとつの声かけも十分でないなか、作業的に今
までの自分のやり方とは違うやり方で洗われる。

「最悪だ。洗う順番、こだわって洗いたい場所など
配慮していなかった」と深く反省しました。

➂あの方が叱ってくれたからこそ気づけた配慮。盲目
の人に出会ったからこそ身についた声かけ。当時
は必死でした。先に気づいてあげるべき内容です
が、忘れられない失敗として今もその経験が生か
されていると思っています。

➃お互いの笑顔が増えるように向き合って頑張って
いきましょう！

➀過去の「やってしまった」体験を教えてください！
➁その時どのような心境でしたか？
➂今だから思う、「あの時こうしておけばよかった」
はどのようなことですか？

➃その経験を踏まえて、皆さんへのアドバイスをお
願いします！

さざなみ城東
こ   じま      よう   こ

小島 陽子 さん

さざなみ加納
なが さわ    な     お

長澤 奈緒 さん

➀高校卒業してからお金があまり溜まっていないこ
とです。高校卒業してから７年経つのに、貯金がな
かなかできなくて、「あのとき、貯めておいた方が良
かった」と思いました。 今は頑張って貯めようとし
ています。

➁いろいろなものが欲しくて、お金があったらすぐに
使ってしまいます。今になって後悔しています。

➂もう少し考えてお金を使わないといけないという
ことを学びました。貯金が少しできるようになって
きたので、頑張って貯めようと思います。

➃お金を使うときは「なぜこれが必要か」を考えてか
ら買うと、無駄遣いにならないと思います。私もま
だ無駄遣いをしているので、しないようにします。

質問内容

Part 2





地域に根付く施設を目指して
インタビューが掲載されます！

さざなみ京都南は
今後も地域に根差した施設に
していけるよう進んでいきます。

先日、京都府内の大学生が主体として運営されている団体ふくみっ
と様より、施設や職員の働き方についてのインタビューをお受け
する機会がありました。
このインタビューは、現在人材紹介業界も多くの企業が淘汰され
る中、より選ばれる企業を目指している株式会社コムライズ様と
福祉業界を活性化させたいという思いで活動されているふくみっと
様によって企画されたものです。
グループホームさざなみ京都南でもこの趣旨に賛同し、より地域
に根差した施設になっていきたい、さらには若い方にも介護施設
について知ってほしいという思いから協力させていただきました。

当日は、株式会社コムライズの担当者様と、ふくみっとを運営さ
れている学生の方々がお越しくださり、インタビューを受けました。
介護士のキャリアの積み方や、さざなみ京都南の挑戦、さざなみ
の理念のお話など……様々なお話をさせていただきました。
このインタビューの様子は、ふくみっと様のＨＰで近日公開予定と
なっております！

お知らせ
さざなみ
京都南から

春は気温の変化が激しく、また進学、就職など環境変化のため、疲れやすい季節です。
そのため、夜、上手に入浴をして、上質な眠りに就き疲労を回復させる事が大切です。
入浴は、生理学的に運動と同じで、交感神経の働きが高まるので、身体を興奮状態にします。

では疲れない入浴法は何でしょうか。

４０℃以下のぬるま湯に１５分間つかるのがよいとされています。
１５分程度ならば、疲労度はさほど上がらないからです。
また、手先を温めると交感神経の働きが活発になりやすいので、
できるだけ手先は浴槽から出して温めないほうがよいです。

そして入浴前後の急激な温度変化は身体に負担をかけます。
脱衣室に小型の暖房機を置いたりして、浴室との温度差を小さくしましょう。

入浴は発汗を伴いますので、水分補給もお忘れなく！

知らない間に蓄積してるかも？

春の疲れは入浴で回避！春の疲れは入浴で回避！
春が訪れ過ごしやすい日が続くようになりました。

今回は意外と溜まっている疲れについて

いち早く解消するための

入浴法についてご紹介します！

４０℃以下の
ぬるま湯
１５分間


